
 

 
１．菜の花プロジェクトについて 
 農業部門において、高齢化や転作政策によって遊休農地の増

加など、水田が持つ治水（ダム）機能など多面的機能の低下が

懸念されています。菜の花プロジェクトを通じて、特産品と食

の安全・安心提供、景観形成を図りながら、本町の根幹を支え

る山⇒川⇒農⇒海という循環機能を促進していきます。 
 
～菜の花プロジェクトとは～ 
 菜の花プロジェクトとは、食用油の原料となる菜の花やヒマワリを栽培し、その油を食用に利用した後

に回収・BDF として利用することで、農業農村振興や環境保全・地球温暖化防止を図っていこうとする

取り組みです。遊休農地などで菜種やヒマワリ等の油糧作物を栽培することで農地が有効活用され、農地

と景観の保全や保全が図られます。また、菜の花の栽培や収獲、食用利用を通じて、観光や教育の取り組

みへの活用や、地域の特産品づくりなどに役立てることもできます。利用した後の廃食用油を回収し、

BDF として軽油代替利用することで地球温暖化防止にもつながります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菜の花プロジェクトと廃食用油からの BDF 利用について 

 

消費量の約 25％が廃食油と

して発生 

廃食油発生量：約 6.5ｋL/年 

 

 ナタネの収穫量の例 

滋賀県（１年目） 178kg/10a 

青森 250kg/10a 

ドイツ 300kg/10a 

八峰町 140kg/10a 

 

バイオディーゼル車

での収穫 

収穫量の 40%が搾油可能 

収穫量 搾油量 

58.8t 23.5t 

一番圧搾の油かすは油分が

多く、肥料価値が高い 

ディーゼルエンジンに使用 

 約 5.8ｋL/年の BDF 燃料 

 として利用可能。 

 

転作田など 42ha を利用して菜の花を栽培した場合 

バイオディーゼル車 
による回収 

搾油後残渣のｺﾝﾎﾟｽﾄ化 

 

収穫 

菜の花の栽培 

肥料化 

油の利用 

廃油の回収 

残さはコンポスト化 
油かす 

なたね油 

搾油  

精製処理 

グリセリンは堆肥や燃料等に

利用可能 

グリセリン 

景観・観光も ナタネは 
搾油へ 

学校給食 

道の駅 
みねはま等 

油の販売 
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２．廃食用油からの BDF 製造について 

～BDF（Bio Diesel Fuel）とは…～ 

 BDF（バイオディーゼルフューエル）とは、有機物から作った軽油の代わりに使う燃料のことです。

菜の花の搾油粕、廃食油等を精製すると軽油代替燃料であるＢＤＦができます。これまで捨てられ

ていたものを再利用する資源循環型の燃料で、化石燃料と違って植物がある限り生産可能であり、

環境にやさしいエネルギーとされています。 
 
●１年間で町で出されている廃食油の量 

部門 廃食油 

公共施設（ハタハタ館) 5,160 リットル 

家庭 9,191 リットル 

事業所 40,100 リットル 

合計 54,451 リットル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●ゴミの減量化とＢＤＦ推進のため 
―町― 【現在】５地区（自治会）とファガスで廃食油の回収を実施中 
    【今後】回収地点の増加を図っていきます。 
―業者―【現在】町外業者が回収して、ＢＤＦを製造し、町外で使用 
    【今後】町内及び町外業者が回収して、町内でＢＤＦを製造して、

町内で使用 
 
 
 
 
 
 
 
 

約４９トンが捨てられることに

なります。（※比重を 0.9 と仮定） 

このままゴミとして出さ

れると… 

☆ＢＤＦ（軽油代替燃

料）にすると… 

約４６，２００リットルが製造可能です 
（※製油率８５％と仮定） 

八峰町役場公用車
（軽油）が年間に使
う量とほぼ同じ 

町全体での軽油使用量は約
４２０万リットル年間で使
われています。 

町全体でのトラクター、コンバイン
が年間使う量約 47,000 リットルとも
ほぼ同じ。 
(※燃費 1 ﾘｯﾄﾙ/1 時間、ﾄﾗｸﾀｰ 6 時間 30 日、

ｺﾝﾊﾞｲﾝ 6 時間 20 日/年間と仮定｡) ◎CO2（二酸化炭素）削減量 
（４６，２００リットル使用した場合） 
⇒約１２１，０００kg-Co2 削減できます。 
※１リットル当たり約２．６kg-CO2 の削減となります。 

ストックポイント  
ＢＤＦ製造 

自社・事業所へ 

町公用車、町内事業

所所有車使用検討 

町民 

事業所 ＢＤＦ製造施設 

NPO などへの経営委譲検討 



 

 地域の大切な木質バイオマス資源を有効利用していくためには、様々な主体間の連携・強力が不可欠

です。また、町民・事業者ひとりひとりができることに取り組むことも重要です。 
 町としても、率先的な導入などの取り組みのほか、普及啓発や補助・支援、体制づくりなどに取り組

んでいきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木質バイオマスエネルギーの利活用の推進について 

木材トータルカスケード利用システムの構築

木材をまず高付加価値で有用な利用方法に

利用していき、最後に余った残渣や廃棄物を

エネルギーとして利用することが理想的です。

（「カスケード利用」といいます）

地域の大切な資源を最大限活用して森林・林業

の活性化及び新たな産業創出につなげていきます。

【八峰町外】

燃料の供給

【八峰町外】

燃料の購入
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【八峰町】

事業の効果・波及効果

間伐材生産システム構築プロジェクト

間伐材がエネルギー用原料として安定的に

低コストで搬出できるシステムを構築します。

そのためには、森林所有者や林業関係者、

またエネルギーの需要家となる行政や住民

と連携して取り組む必要があります。

（主な取り組み例）

・路網等生産基盤の整備

・エネルギー原料の安定供給システムの構築

・団地化・所有権と利用権の分離

・間伐材の提供者への地域振興券発行 等

間伐材のエネルギー利用システム

構築プロジェクト
間伐材をエネルギー利用する受け皿づくりを

行います。

既存の受け皿である能代市発電所や八峰自然

食品㈱のほか、公共施設や事業者間への導入

を促進していきます。

将来的に、チップやペレット燃料を自ら製造する

事業へと発展展開することも可能です。

（主な取り組み例）

・公共施設へのチップ、ペレットボイラーの導入

身近な木質バイオマス推進プロジェクト

私たちの身近なところでもペレットストーブや

薪ストーブなどで木質バイオマスを利用すること

は可能です。

補助制度などの支援を検討していきます。

（主な取り組みの例）

・公共施設へのペレットストーブの導入

・家庭でのペレットストーブ導入補助制度



 
 農業者を中心とした菜の花プロジェクトにおいて、農地の保全・活用の促進、特産品の生産による農

業振興を図っていきます。そして、菜の花の搾油・利用に係る生産者と消費者のつながりのなかで、食

や農および地球環境に対する認識を高めながら、廃食用油の回収を進めます。また、回収された廃食用

油を目に見える形で有効活用する BDF への変換・利用を通じて地球温暖化に貢献します。これらの取り

組みに地域一体となって取り組んでいきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【事業の効果】

ＣＯ2排出削減・地球温暖化防止への寄与

観光・交流の活性化／ＰＲ・普及啓発

新産業・雇用創出／ゴミ減量等地域の環境保全

【八峰町消費】

公共施設・事業所・家庭

八峰菜の花プロジェクト～白神から発信する資源循環型社会の構築！
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ＢＤＦ製造

菜種の作付・栽培
菜の花栽培プロジェクト

転作田などでの菜の花の作付の拡大を図ります。

作付への補助や機械の貸与などの支援のほか、

農家の方々と連携して栽培体系確立、収量の

増加などの技術の向上・確立を図っていきます。

（主な取り組み例）

・菜の花栽培の拡大

・作業機械・補助等の施策

・栽培体系の確立

・体制・組織の検討 等

菜の花搾油プロジェクト

地域の特産品としてナタネ油生産に取り組んで

いきます。

（主な取り組み例）

・搾油の利用・販売

・搾油施設整備の検討

廃食用油回収プロジェクト

回収拠点を増加して、町内からの廃食用油の

回収量の増加を図ります。

（主な取り組み例）

・回収拠点の増加

・事業母体の検討 等

BDF製造・利用プロジェクト
町内から回収された廃食用油をBDF化して公用車

などで有効活用します。

将来的に、町内で回収量が確保できれば町内に

製造拠点を整備することも考えられます。

（主な取り組み例）

・町内回収油のBDF製造委託

・BDF利用システムの構築

・BDF製造事業化検討 等
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